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1) 活動概要 

 今回 9 月 17 日から 25 日にかけてヴェネツィア カ・フォスカリ大学短期研修に参加し

た。初日と 2日目には、カ・フォスカリ大学のキャンパスツアーと日本語の授業に参加させ

てもらった。日本語の授業では、高知の有名な食べ物や観光名所、よさこいなどについての

プレゼンの発表や、カ・フォスカリ大学の生徒と日本語で会話をして交流した。初日の夜に

は現地の日本語の先生方にピザ会を開いてもらい、カ・フォスカリの学生と交流しながらレ

ストランでピザを食べた。3日目は、午前中にはカ・フォスカリ大学の本部へ行き、日本と

の関わりや大学の建物の特徴などの大学の歴史を学び、午後からは日本語を習っている現

地の学生に、サン・マルコ広場やリアルト橋、Liberia Acqua Alta という有名な本屋、た

め息の橋などのヴェネツィアの観光名所へ連れていってもらった。4日目は電車に乗ってヴ

ェローナへ行き、ブラ広場、ローマのコロッセのような建物のアレーナ・ディ・ヴェローナ、

ピエトラ橋、美術館、ジュリエットの家などの歴史的な建物を見て回った。5日目には水上

バスを利用して、ガラス作りが有名なムラーノ島と、レース工芸が盛んなブラーノ島へ行き、

ヴェネツィアンガラス工房や、レース工芸の美術館などを見学した。最終日は自由行動で、

ヴェネツィアで最も有名なサン・マルコ寺院やお店を見て回り、午後からはカ・フォスカリ

の学生と合流してヴェネツィア市内を案内してもらった。 

 

2) 研修での学び・気づき 

ヴェネツィアを訪れてみて気づいたことは大きく分けて３つある。1つ目は水と上手く付

き合いながら生活しているという点である。課題図書の「海の都の物語 ヴェネツィア共和

国の一千年 上」にも書いてあるように、今から１５００年前、ヴェネト地方に住む人たち

は敵から逃れるために潟へ移り住み、地盤の弱い潟にたくさんの杭を打ち込み建物を建て

ていき、今のヴェネツィアを作っていった。その際に数少ない資源の中で、木材がヴェネツ

ィアを支えていた。実際に町を見てみると、建物の地盤となった杭だけでなく、船をつなぎ

とめる杭や、沖のほうへ出ると船の進路の目印や標識として木の杭が使われているのが見

られる。他にも、移動手段として使われていた船も木材で作られ、ヴェネツィアは高い造船

技術を獲得していった。移動手段以外にも船の上で野菜や果物を売るなど、ヴェネツィアの

人にとって船は生活に欠かせないものである。現在では、水上バスで一度にたくさんの人を

乗せての移動や、ゴンドラでのヴェネツィア観光など、船は観光資源としてヴェネツィアを

支えている。また、レース工芸で有名なブラーノ島では、漁師が自分の家へ帰る際に霧の中

でもどれが自分の家か分かりやすくするためにそれぞれの色を塗り、カラフルになったと

言われている。今では、それが美しいとたくさんの観光客が訪れるようになった。このよう

にして、ヴェネツィアでは水と上手に付き合いながら、たくさんの観光資源を生み出してい

ったのだ。 



２つ目は、日本との食文化などの日々の生活の違いについてである。まずピザについてだ。

大きさは日本のものより大きいが、値段は日本のものよりも安く、1000 円前後が相場であ

った。焼き方も一つ一つ手作りで生地から作り、窯で焼くので時間も手間もかかるが、その

分美味しいピザができる。イタリアの中でも、地域によってピザの作り方に違いがあり、ナ

ポリ風とローマ風に分けられる。ナポリ風は生地が厚く、ふわふわした食感なのに対し、ロ

ーマ風は生地が薄く、パリパリとした食感が特徴である。ナポリの人たちは食に対する意識

やプライドも高いため、ナポリピッツァしか認めないのだと現地の学生が言っていた。種類

も豊富にあり、「ピッツェリア」というピザ専門のレストランがたくさんあり、普通のレス

トランでもメニュー表には２～３ページに渡りピザの種類がかかれていた。日本のピザと

の違いがたくさんあり驚いたが、その中でも１番驚いたことは、ピザは１人１枚食べるとい

うことである。小柄な現地の学生があっという間に１枚完食していた。また食べ方も様々で、

ナイフとフォークを使ってピザを切り分けて食べる人もいれば、手でちぎって食べる人も

いた。周りの端の部分だけ最後にまとめて食べる人もいれば端だけ残す人もいるそうだ。ピ

ザ以外にもパスタやリゾットが有名であり、リゾットは大きなお皿に盛られているため一

見少なそうに見えたが、食べきれずに残してしまうことがあった。これらのことから、日本

との食文化の違いとして、日本食はたくさんの食べ物を少しずつという感じなのに対して、

イタリアの食文化はい 1つのものを多量に食べるという違いがある。 

そして、イタリアの人たちは想像していた以上に日本語を知っていた。カ・フォスカリ大学

では、まだ日本語を習い始めたばかりの１年生でも、日本語で時刻を正確に伝え、１万など

の大きい単位をきちんと発音できていた。街中を歩いていても、デパートでは日本語や中国

語を話せる店員がいたり、チョコレート屋の店員が、流ちょうな日本語で商品の説明をして

くれたりした。日本語をあまり知らない人も、「コンニチハ！」と自分が知っている精一杯

の日本語を言ってくれた。日本人観光客が多いためかもしれないが、海外で馴染みのある言

語を聞くと安心感がある。そのため、英語だけでなくたくさんのひとに寄り添った姿勢は日

本でも取り入れいくべきだと思った。2020 年の東京オリンピックに向けて、少しでも多く

の言語を知る必要があると思った。 

またスーパーなどのお店でも、日本との違いがいくつか見られた。ホテル近くのスーパーは、

「テアトロ・イタリア」というかつて劇場だった場所を改装してスーパーマーケットにした

所で、イタリアで 1番美しいスーパーマーケットと言われている。このように、古い建物を

改装しつつ残していく文化がイタリアのみならずヨーロッパでは多く見られる。日本では、

新しい建物の方が値段が高かったりするが、ヨーロッパでは幽霊が出そうなほど古い家の

方が高い値段で買い取られることもある。また、イタリアにはコンビニがない。宗教上、日

曜日が休みの店が多いため、24 時間お店を開けることは難しいからだ。ムラーノ島、ブラ

ーノ島などの観光地でも日曜日は出歩く人が少なく、開いている店も少なかった。そして、

レストランなどのトイレは無料だが、公衆トイレはほとんどが有料で、入口の受付けの人に

お金を払って利用する。水道代や紙代のためだけでなく、密室での犯罪を防ぐことにもつな



がっているそうだ。 

他の日本との違いとしては、電車のチケットの買い方が挙げられる。窓口以外にも自動販売

機での発券はにほんと似ているが、チケットを買った後に、イタリアでは改札機を通らずに

検札機にチケットを入れる。検札機は通らなくても列車には乗れてしまうので、言われなけ

れば気づかなかったと思う。しかし、検札機を通さなければ、罰金を取られてしまうことも

あるのだそうだ。 

他にも、ヴェネツィアでは犬にリードをつけずに散歩している人が多くみられたことに驚

いた。日本では考えられないが、海外では「ノーリードの犬こそきちんとしつけられている

ので安全だ」という考えもあるようだ。ヴェネツィアでは車や自転車は通らないので交通事

故などの心配はないし、飼い主が呼べば戻っていくので特に問題はなさそうに見えるが、ア

レルギーのある人たちが近くにいたらどう対処するのだろうかと疑問に思った。日常の生

活の中にも認識の違いは多くあるのだなと思った。 

３つ目は、狭い土地に工夫して暮らしているという点である。ヴェネツィアの街を歩いて

みると建物が密集しており、細い路地や水路、橋がたくさんあり、似たような道が多いため、

歩いているうちに迷子になってしまうことが多々あった。現地の学生でさえも、大学に通い

始めた最初の頃はスマートフォンが手放せず、人に道を聞きながら大学へ通っていたそう

だ。だが、サン・マルコ寺院などの有名な建物へは、壁に貼られている黄色い看板を見れば

たどり着くことができる。少し歩けば看板があるので有名な観光名所へならば、ほぼ迷うこ

となくたどり着くことができた。そして、ヴェネツィアの人はよく歩く。階段がたくさんあ

り、細い路地が多く、人がすれ違うのがやっとの道もあるため、車はもちろん、自転車もヴ

ェネ内では走行禁止である。そのためヴェネツィアでは、たくさん歩かなくてはいけないた

め、現地のひとで太っている人はいなかった。段差も多いため、骨折した際には苦労するそ

うだ。実際に、ゴミを収集する人は大きなカートを押して、家の前にあるごみを回収してい

たり、荷物を配達する人もカートにたくさんの荷物を積んで、階段を慎重に昇り降りしたり

しているのを目にすることがあった。私も研修中は毎日１０㎞以上歩いていた。健康に良い

街なのかもしれないが、暮らすには不便そうだと感じた。実際に行って過ごしてみなければ

気づかないことだったので良い経験になった。以上のことから、ヴェネツィアでは様々な知

恵と工夫をしながら、何もない潟を開拓し、現在の素晴らしい景色が広がる街並みを作って

いったのだということが実際に行ってみて実感することができた。 

 

3) その他 

今回の短期研修で、食や建物、生活などの様々な文化の違いを実際に自分の目で確かめる

ことができ、益々異文化に興味を持つことができた。しかし、それらが満足にできたのは、

日本語を習っているカ・フォスカリ大学の生徒たちのおかげであった。彼らがいなければ、

安心して街中を歩くことも、レストランで自分が欲しいものを注文することもできなかっ

ただろう。異文化交流にはやはり言語が不可欠だということを痛感した。今後は、英語の学



習に力を入れようと改めて感じた。また、来年にカ・フォスカリ大学の生徒が来た際には、

何か役に立てるように、国際交流のイベントなどに積極的に参加するようにしたい。 

 

4) 研修先での写真 

ピザ会でのピザ                    ため息の橋 

船の上の野菜・果物屋 

ブラーノ島の街並み 

サン・マルコ寺院 

鉄道までの道を示した看板 


